
 

 

 

 

スタート 1か月… ７８期生を見て、思うこと！   

１学期も１か月が過ぎ、気持ちも新たに勉強に部活動に頑張っている３年生の姿を

多く見かけます。７８期生は素直で優しい生徒が多く、自発的に爽やかな挨拶ができ、

学年としてのパワーが感じられます。行事や部活動でも最高学年としてリーダーシッ

プを発揮している姿にも頼もしさを感じます。５月末の体育祭に向けて、たくさんの

生徒たちが応援団に立候補し、意気込みを熱く語ってくれた一方、６月の修学旅行に

向け、生徒各々が主体的にテーマを追求・発表し、学級や班の行動計画を手際よく決

定するなど、頑張りが随所に見られ、７８期生の気概を感じているところです。 

一方で、これまでの３年生に比べ、「自発的に行動(勉強)することに差がある」ことが少々気がかりです。また、

｢時間を意識する」｢提出期限を守る」｢授業やテストに地道に取り組む」ことについて、先生に言われないとでき

ない(気付けない)場面をしばしば見ることがあります。校長先生が日頃「３年生は中学校の顔。３年生が頑張っ

ている学校は良い学校」とお話しされていることを覚えていますか。人任せにしていたり、先生にいつまでも注

意されていたりでは『中学校の顔』とはなりません。行事でのパワーはもちろん、日々の生活、授業をいかに地

道にきちんとできるかがとても大事です。ぜひ７８期生には「昨年度以上の三中の顔」になって欲しいものです。 

特に今年は「受験(検)生」となる 1 年です。目標を定め、平日休日のルーティンを決め、モチベーションを保

ち続けるための考え方を工夫し、受験(検)当日まで決めたことを地道に徹底的にやる。これが志望校合格を勝ち

取るただ一つの道ではないかと思います。授業・家庭学習を大事にする１年であって欲しい、強く願っています。 

小テストの結果を見て、７８期生に思うこと！ 

卒業後の進路決定を控えた今年は、「定期テスト」のほかに、「到達度確認テスト」を６回、授業での小テスト・

漢字や英単語テスト、ワークを範囲とする「単元確認テスト」等々、昨年度までよりはるかに多い様々なテスト

を実施し､上級学校の入試・検査に備えます。「到達度確認テスト」は通知票評価には加えませんが、三者面談や

進路検討会議の資料として活用します。それ以外の小テスト、確認テストは教科の評価に 

加えます。もちろん､ 今回の確認テストも１学期評価に合算することになります。 

なお、定期考査や到達度確認テストのでは、公立高校学力検査と同じ環境に慣れるため、 

教室の時計を撤去してテストを行います。時計持参(アラームや計算機能付きは×｡時計機能 

のみのもの) をお願いします。（右写真のような時計。デジタル時計は多機能なので、受検では×です。） 

先日、修学旅行「京都奈良テスト」を実施しましたが、結果とそれを受けたコメントは以下の通りです。 

「得点は定期テストに加点」という条件でしたが、受験生としてテストに対する意識が低すぎる感があります。 

これまでたくさんの３年生と接してきましたが、特に三中生は、他校に比べ「 何か、のんびりしすぎていないだ

ろうか？ 」「 本当に受検(験)生なのだろうか？？ 」と感じてしまうことが多いです。このまま受験に突入した 
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なら、他校生が合格して、三中生が不合格 ということも充分ありえます。 これで良いのか三中生！ 勉強面で 

も「三中の顔」になってほしい！！ F i g h f t!  男子諸君！！ F i g h f t!  ７８期生！！  

 


